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今
回
の
写
真
は
、
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
に
住
む
私
達
に
は
新
鮮

に
、
ま
た
、
ず
っ
と
猪
名
川
町

に
住
ん
で
い
る
人
達
に
は
懐
か

し
く
思
え
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

最
近
で
は
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

な
ど
の
動
画
で
記
録
を
残
す
こ

と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

写
真
で
残
す
１
シ
ョ
ッ
ト
の
良

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
家
庭
で
の
秘
蔵
写

真
を
探
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。

【
い
な
が
わ
特
派
員
】

19
世
紀
に
発
明
さ
れ
た
写
真

は
、
時
代
を
記
録
す
る
手
段
と

し
て
画
期
的
な
も
の
で
し
た
。

記
録
を
目
的
と
し
て
い
な
い
ス

ナ
ッ
プ
写
真
で
も
、
髪
型
や
服

装
に
よ
っ
て
そ
の
時
代
の
様
子

が
現
れ
て
い
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る
写
真
は
、
過

去
の
一
瞬
を
切
り
取
っ
た
郷
土

の
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
で
す
が
、

今
日
の
発
展
が
先
人
達
の
苦
労

や
努
力
の
賜
物
だ
と
い
う
こ
と

を
私
達
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

歴
史
・
民
俗
資
料
館
「
ふ
る

さ
と
館
」
に
は
、
実
際
に
使
用

さ
れ
て
い
た
生
活
用
具
な
ど
が

多
数
展
示
さ
れ
、
町
の
伝
統
的

芸
能
や
産
業
、
昔
の
暮
ら
し
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
猪
名
川
町
史
に
は
今

回
紹
介
す
る
写
真
の
多
く
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
歴
史
背

景
が
く
わ
し
く
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

歴
史
資
料
館
と
町
史

写
真
は
歴
史
の
証
言
者

六瀬地区の有線放送電話が開局（昭和3 6年）
昭和3 5年1 0月より中谷農業協同組合、昭和3 6年９

月には六瀬農業協同組合の有線放送電話が開局し

ました。

有線放送電話は、放送と通話を兼ね備えたもの

で、放送では農業ニュースや婦人会の活動、俳句

や浄瑠璃などの文化活動も紹介し、加入者は生活

全般の情報を受け取ることができました。

しかし、一般電話の普及などにより、存在意義

が弱まり、昭和4 9年に廃止となりました。

最近は小型のデジタルカメラやカメラ

付き携帯電話の普及で、手軽に写真を撮

影することができるようになりました

が、写真がまだ今ほど身近でなかった頃

から、人々は暮らしのさまざまな場面を

写真に残してきました。

今回は、町史編さんの際に提供された

ものなど歴史のある写真を紹介します。

阪急バスが柏原に乗り入れ
（昭和3 6年1月）

それまでは柏原口までの運行でしたが、現

在の終点である柏原まで延長され、通勤・通

学者数の増加にともない便数も増えて広く利

用されました。行き先表示に池田の文字が見

えます。

六瀬村の国防婦人会（昭和1 5年頃）
日中戦争が長期激化して多くの兵士が出征す

る中、婦人の役割が重要視され、国防婦人会が

発足し、慰問袋の作成・発送などを行いました。

写真は、明治６年創立の大島小学校校庭で、こ

の校舎は昭和2 9年に建て替えられました。

屏風岩付近でのボート遊び
（大正年間）

大正1 0年、広根に地元有志が設立

した旅客輸送会社｢北摂自動車｣が宣

伝用に作った絵葉書のうちの一枚で

す。

素人芝居
（昭和3 0年頃）

猪名川町は浄

瑠璃や歌舞伎が

盛んで、現在の

ような多彩な楽

しみができるま

で、人々はプロ

の芝居一座を呼

んだり、自分達

で演じて楽しんでいました。これは清水地区での

素人芝居の写真です。

杉生の寒天工場
（昭和3 0年代）

猪名川町は、冬の気候が寒

天づくりに適しているという

ことから、明治2 0～3 0年代以

降、寒天製造が盛んになりま

した。現在は、阿古谷地区で

１軒だけが製造しています。

日
本
鉱
業
（
株
）
多
田
鉱
業
所
（
昭
和
44
年
）

多
田
銀
銅
山
の
採
掘
は
江
戸
時
代
が
最
盛
期
で
し
た
が
、
何
度
も
出

水
し
休
止
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
29
年
に
日
本
鉱
業
が
調
査
を
再
開
し
、

出
水
・
坑
道
水
没
と
闘
い
な
が
ら
昭
和
38
年
に
坑
道
を
完
成
さ
せ
ま
し

た

。

し

か

し

、

鉱

害

問

題

や

採

算

上

の

理

由

か

ら

、

昭

和

48

年

に

閉

山

さ

れ
ま
し
た
。


